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カバタ�
水に関わる生活道具はすべて揃っている
カバタ。川の水を集落の中に誘い込み、
さらに家の中まで引き込む。カバタでは
湧き水も利用する。この水の中にはゴリ
やコイなどさまざまな生き物が生きている。�

壱岐島産の化石�
クセノキプリス類（大）とクル
ター類（小）の化石。日本列島
の土台ができた頃、優占する
コイ科の魚たちだった。今で
は、この仲間は琵琶湖のワタ
カを残すだけだ。�

魚つかみ�
水辺には子どもたちの歓声が似
合っている。子どもたちも魚も集
う水辺が当たり前であってほしい。�

コイののっこみ�

５月頃、雨が降って琵琶湖の水位
が上がるとコイが産卵にやってくる。
水をかぶったヨシ場が格好の産卵場。�

たなかみさま�
田の神様に、川で捕ったフナを
一晩お供して、川に戻す。田の
神様は、山からやってきて、豊作
を約束してまた山へ帰ってゆく。�
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